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山 口 勝弘 K 、t、uhi ，。
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メ デ ィ ア ・ア
ー

チ ス ト

筑 波大学名誉教授

神戸 芸術 工 科大 学 名誉 教授

環境芸術学会前会長

1．情報文化学会賞 「大賞」受賞に際 して

　第 12 回情 報 文化 学 会賞 表 彰 に お い て ，予 想 も し な か っ た こ

と だ が ，「メ デ ィ ア ア
ートの 先駆 者 と して 情報文化へ 貢献」 と

して 栄 えあ る大賞 が 私 に授 与され た こ とは，私 自身に とっ て 大

変嬉 しい こ とで ある と同時 に．日本 の メ デ ィ ア ア
ートが 情報 文

化 の 1 ジ ャ ン ル と し て 認 知 され た と い う点 か ら も大 き な意 味

が あっ たの で は ない か と思 う。

　受賞の 知 らせ を聞い た とき，私 は 即座 に二 つ の こ とを思 い 出

し た。一
つ は，学 会が 開催 さ れ た 東 京大 学 山上 会館 前 に あ る 喜

福寺の こ とで ある 。

　戦 後 間 もない 頃，岡本太 郎，花 田清輝，阿部公 房た ち が 始め

た 前衛 的 な文 学．美術 の 会 「ア バ ン ギ ャ ル ド研 究 会」 が こ の お

寺で 開 か れ，当時 20 歳 だ っ た 私 も参 加 した。こ の 会 で 友人 で

ある 池出龍雄 さ ん と も初め て 出会 っ た 。 私 は こ の 会 にお い て そ

の 後の 私 の 芸 術人 生 の 重 要 な精 神を受 け止め た こ と を忘 れ る こ

とは で きな い 。

　二 つ 目は，情報芸 術の 国際的な活動 と して 1970 年代 に発足

し た ア
ー

テ ッ ク
・ビエ ン ナ

ー
レ で MIT の オ ッ ト

ー・ピネ，フ

ラ ン ク フ ル ト芸術 大学 の マ ン フ レ ッ ド
・

ア イ ゼ ン バ イ ス と会 っ

た と きの こ とだ。こ の 二 人 は私 と同 じ 1928年生 まれ で あっ た。

私 は 彼 らに 「若 い 頃 に 興 味 を持 っ て い た テ ク ノ ロ ジー
は 何 か 」

と問 い か け た と こ ろ 「Aircraft］ と い う答 えが返 っ て きた。

　私も少年時代 に は 飛行機の 写 真か ら図面 を起 こ し模 型 を作 っ

た り，ロ ケ ッ ト実験 をや っ た りした もの で ある 。 私 は そ の うち

玩 具 に は飽 き足 ら な く な っ て 軍 用 機 の 図面 を 書い て 実験 モ デ ル

を作っ た りした 。 少年時代か ら 私に は 工 学 的志向が あ っ た 。 私

は 日本 大学の 工 学部を志 望 したが 裁判官で あっ た 父 の 意向に よ

り法学 部 に 進 む こ とに な っ た。

　学 生 時代，私 は 日 比 谷 に あ っ た CIE の ラ イブ ラ リ
ー

に 通 い

美術 の 歴 史 に関す る
．
文献 を読み 漁 っ て い る中で モ ダ ン ア

ートに

出会い ，それ が きっ か けで ア バ ン ギ ャ ル ド研 究会 に 出入 りす る

よ うに な り，そ の 後 の 実 験工 房 の 結成 （1951年） に参加す る

こ と に 繋 が る の で あ る。

　実 験工 房 は．詩人 滝 口 修造 の 下 に 北 代省 三，福 島秀 子，武満

徹，湯浅譲二 ，大辻清司，秋 山邦 晴，山 口 勝弘 らが 参集 して生

まれ た イ ン タ
ー

メ デ ィ ア の 芸術集団で あ っ た 。 造形，音 楽，詩

写 真，照 明，映像 な どの ジ ャ ン ル の ア ーテ ィ ス トが．芸術 の 諸

領域 を結ぶ 多角的な活動を活発 に展開 して い っ たの で あ る。

　私 は，実験 工房以来，テ ク ノ ロ ジーとア
ー

トの 関係性 と可 能

性 を追求 し，ほ ぼ 60 年に わ た っ て 創 作活動 を継 続 して きた。

2，学会 活動につ い て

　情 報文化学会の 現 名 誉会長 片方 善 治氏 と は，1982 年 に 片方

氏 を代表 と して 活動 を 開始 した 「FORUMU 　2002 」 の 「視 響

環 境 イベ ン ト」 に参加 した り，片方氏に よる 映像 コ ン ポ ジ シ ョ

ン 「電子 鬼剣 舞」 の プ ロ ジ ェ ク トに ビ デ オ映像制作で 参加す る

な どの 出会 い が あ っ た。「電 子鬼剣舞」は，岩手県北上 地 方に

伝 承 され る民 俗 舞踏 （念 仏 お ど り） をモ チ
ー

フ に，メ デ ィ ア
・

コ ン プ レ ッ ク ス に よ っ て 現代 的に 再 構築 す る とい う試 み で，私

が ビ デ オ 映像 河 口 洋
一

郎氏 が CG ，塚 原琢 哉 氏 が写真，田 崎

和隆氏が サ ウ ン ドをそ れぞ れ担 当 し，前 田 義寛 氏 の コ
ーデ ィ

ネー
トに よ っ て 構成 さ れ た 作 品 で あ っ た。1989 年 め横 浜博 覧

会 で 公 演 され た。こ の 作 品 の た め に，私 は 北 上 市の 諏 訪神社 境

内で 鬼剣舞 を撮影 し，北上 河畔で は北上市の 市花で ある ゆ りの

花 を撮 影 した こ と を思 い 出す。

　片 方氏 は 1992 年 に情 報文 化学 会会 長 に 就任 さ れ，「情 報 文化」

とい うジ ャ ン ル の 発 展 の ための 学 会活 動 を開始 した。「高度 情

報社会 に おい て ，人 間文化 の 立場 か ら情報 と文化 の 関わ りを総

合 的 に 研 究 し，情報 学 と文化 学 を 融 合 した 知 の 再 編成 と して 社

会に 貢献する 」の が 目的で あ る と聞 い て い る 。 私 の 専 門 とす る

メ デ ィ ア ア
ートに おい て も，芸術 とテ ク ノ ロ ジ

ー
の 融合を目指

して きた か ら，情報 文化 論 の 発想 とは あ い 通 じ る もの が あ っ た。
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や や 遅 れ て 2000 年に，私は伊藤隆道，三 田 村峻右 を は じめ ，

建 築，環境 造形，パ ブ リ ッ ク
・
ア
ート，メ デ ィ ァ ァ

ートな ど幅

広 い ジ ャ ン ル の ア
ー

テ ィ ス トや 研 究 者，教育 関係者 に 呼びか け

て 「環境芸 術学会」を立 ち上 げた。こ の 学会は，環境 と芸 術の

問題 を，芸 術創造，美術教育，都市計画，環境計画な どに つ い

て 多角 的な視 点か ら研 究 し，こ の 分 野 の 振 興 を 目指す もの で あ

り，名前 は学会 とつ い て はい る が，もう少 し緩や か な組織 と し

て ス タートした。以来 環境 芸 術 学会 は毎 年 1回大 会 を開 い て．

環 境芸 術作品 を発 表 して い る c、現 在，私 は 名誉会員 と して 学会

の 発展 を見 守 っ て い る。

　今回 図 らず も情 報文 化 学会賞 「大賞」 を受賞 したの を機 に，

片方氏 と私 の 交流 と学会活動 に つ い て 往時を回想 した 次第だ。

3．メ ディ ア ・アーチ ス トと しての 歩み

　 こ こ で，情報 文化 の
一

翼 と して の メ デ ィ ア ア ートに つ い て，

その 輪郭 を私自身の 軌跡か ら紹介 した い と思う。

　実験 工房以 来，メ デ ィ ア
・
ア
ー

チ ス トと して の 私の 芸 術活動

の 変 遷 を 「メ デ ィ ア ア
ー

トの 先 駆者一山 口 勝 弘展 」 （06 年 2 月

4 日
〜3 月 26 日，神奈川 県立 近 代美術館 鎌倉〉で は次の よ う

に紹 介 して い る。

・
「実験 工房」 の 時代

　 　1951年，山 口 は さ ま ざま な分 野 の若 い 芸 術 家 とと もに 芸

　術 の 諸領 域 を結 ぶ イ ン ターメ デ ィ ア の 先駆 者 と も言 うべ き実

　験 工 房 （Experimental　Workshop ＞を 結 成 し た、滝 口 修 造

　が命名 した こ の グ ル
ープは，オ リジナ ル バ レ

ー
「生 きる悦 び」

　の 上演 をは じめ ，演 奏会，オ
ートス ラ イ ドに よ る映像 作 品上

　映 会，電 子音 楽 と造 形 的イ ン ス タ レ ーシ ョ ン な ど多 角的 な活

　動 を展 開 した。
・ヴ ィ トリーヌ

　　「ヴ ィ トリーヌ 」 と 名づ け られ た作 品 シ リーズは 1950 年代

　の 山 口勝 弘 を代表す る作品だ 。 こ れ は前面 に は め た モ ール ガ ラ

　ス に よる 屈折で ，見る 者の 視点 に よ っ て イメ
ージが 変化 して

　見 え る とい う独創 的な箱 型 の作 品で あ る。旧 来の 絵画 や 彫刻

　の 枠 をは ずれ た こ の 独 創 に，フ ラ ン ス 語 で シ ョ ウ ウ イ ン ドウ

　 を意味す る 「ヴィ トリーヌ 」 の 名
．
前 を与 えた の は滝 口 修 造 で

　あ っ た。滝口 は ヴ ィ トリ
ー

ヌ を 「眼の オル ゴール 」と も評 した。

・60年代の 素材的実験

　　1960 年代に入る と山 口 は，金 網，布張 り，ワ ッ ク ス，磁石，

　ア ク リル樹脂，光な ど，さ まざ まな 素材 を用 い た立体的な ア
ー

　 ト作品に 展開 して い っ た。 とくに ア ク リル樹脂を用い たひ か り

　の 彫刻は グ ッ ゲ ンハ イ ム 国際展や ヴェ ネ ツ ィ ア
・ビエ ンナ

ー
レ

　な どで 国 際 的に も高 い 評価 を得た。ニ ユ
ーヨ ー

クで は，
．

オ ノ
・

　ヨ ー
コ らと知り合い ．「フ ル ク サ ス 」の 活動 に触れ た 山 口 は，

　その 後 さまざまなイベ ン トやパ フ ォ
ー

マ ン ス を展 開 して い く。
・「空 間か ら環境 へ 」： デ ザ イ ン と造

．
形

　　1960 年代 は ，ア
ートと デザ イ ン の 間 に新 しい 交 流 がt，k ま

　れ た時代 で あ っ た。空 間や環境 を意識 す る よ うに な っ た山 口

　は イ ン テ リア
・
デ ザ イ ン やパ ブ リ ッ ク

・
ア
ー

トな ど の 作品 を

含 む 建 築 デザ イ ン や庭 園彫刻 の 制 作 を 開始 す る。1970 年 の

　大阪 万博 で は，三井 グ ル ープの パ ビ リオ ン の 総合 プロ デ ュ
ー

　サ
ー

と して ，81 年の 神戸 ポ ートピア で は テ
ー

マ 間の プ ロ デ

　ュ
ース を担 当 した。また，90 年 に は 淡路 島芸術 村，99 年に

　は台北 で の パ ブ リッ ク ・ア
ー

ト制作 な どの 実績が ある 。

・ビデ オ とメ デ ィ ア
・

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

　　1960 年代 の 後半 に 小 型 ビ デ オ が 開 発 さ れ た こ とが きっ か

　けと な っ て ビ デ オ ア
ートと呼ば れ る ジ ャ ン ル が 登 場す る。

　72年，山口 は，か わ な かの ぶ ひ ろ，小 林 は く ど う，中谷 芙

　二 子，山 口泰，榎 本和 子 ら と 「ビ デ オひ ろ ば」 を結 成，社会

　的 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン ・

ッ
ール と して 映像メ デ ィ ア を強 く意

　識す る ように なる。また，ビ デ オの 特 性 を生 か して 鑑賞者 を

作 品 に組 み 込 ん で しま う 「ラ ス ・
メ ニ

ー
ナ ス 」 を発 表，そ の

　後，双 方向 的 な視 覚 文化 の 未 来像 を 「イ マ ジ ナ リ ウ ム 」 と い

　う概念で 発表 して い る。

　　80 年代 に は 複数 の モ ＝ タ
ー

や 鏡 を使い 増殖 する ビデ オ イメ

　ージ を 「銀河庭 園」 や 「未来庭 園」 と して 発表，国内外 で 大規

模 な ビデ オイ ン ス タ レ
ー

シ ョ ン を次 々 に発 表 して い く。またこ

　の 時代，新 しい テ ク ノ ロ ジーとメ デ ィ ア に よる ア
ートの 普及 ・

　浸透 を 目的 に ア
ート集団 「グル ープ・

ア
ール ジ ュ ニ 」を結成 した。

・宇宙 の テ ア トリーヌ

　　近年の 山口 は，病床にありなが ら も，作品表現 の 空間 を情

　報 とコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンが 生 成す る 宇宙 とみ な して，自ら の

　詩 的な ビ ジ ョ ン に よ る 創作 に 没頭 し て い る。「創造の 舞台 と

　 して の 宇 宙」 を意 味す る 「テ ア トリ
ー

ヌ 」 （山口 の 造 語 ） と

　い う
一

連の 作 品 を精 力 的 に制作 して い る。

Katsuhro　Temegじc陶i・FtrRi“E

4，メディ ア アートの 展示空 間

　 私 の ビ デ オ ア ー ト に お け る 最 初 の 個 展 の タ イ ト ル は

「VIDEORAMA 」（山口勝弘 ビデ オラマ 展 ：1977 年）で あ っ た 。

ま た 1977 年に は，新 しい 映像空 間を探 し求め
一

つ の 計画 を発

表 して い る。そ れ は 筑 波万 博 の た め の 球形 ド
ーム と して の プラ

ネ タ リウム の E 示 と ア
ート衛星 に よる 中継に よ り，世界を結ん

だ
一

種 の 創 造 空間 を創 出す る計 画で あ っ た。こ れ は 日本古 来 の

連歌 連 句 を現代 に蘇 らせ る こ とが 目的で あ っ た。私 は こ の 構想

を 世界 各 国で 発表 し た が ，日本 で は 「ラ ス ・メ ニ ーナ ス NQ ．1」

と して 1974 年に発 表 した。また 「ラス ・
メ ニ

ーナス No2 」 （共
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同作品 ）は サ ン パ ウ ロ ・ビエ ン ナーレ で 発 表 （75年 ） し，受

賞 し た 。 以来，現在に 到 る まで 私の メ デ ィ ア ア
ー

ト作 品 を，美

術 館 に 限 らず さ ま ざ ま な 展 示空 間で 発 表 して きた。

　今年 11 月に 開催 され る 「神戸 ビエ ンナ
ー

レ 」で は，テ ア トリ
ー

ヌ の 延長線上 の 作品を小型の ド
ー

ム状空問で 映像展 示す るこ と

に な っ て い る 。 今回は 実現 で きなか っ た が，プ ラ ネ タ リウム の

空間 で 作品 を上 映 し，それ を グロ
ーバ ル な ネ ッ トワ

ークで 海外

の プ ラ ネタ リ ウム と結び，イ ン タ ラ ク テ ィ ブな展示 を行 うこ と

も構想 して きた。

　長年 に わ たる 私の こ の 構想が ，最近 に な っ て ギ リシ ャ の 美術

関係者 に 注 目され，ア テ ネの プ ラ ネ タ リ ウ ム に お ける 映像展示

が，日本 と ギ リ シ ャ を結 ぶ 国際 的 なア
ー

ト
・プ ロ グ ラ ム とし て

その 実現 へ の 検討 が開始 され て い る。

　 こ の 展 覧会 の コ ン テ ン ツ構 成 の 案 は次 の 通 りで あ る。

　  Imaginarium 　Metaphysical　Dream 　like　Cosmic　Events

　　山 口 が 「宇 宙」 （Universe）をモ チー
フ に した ドロ ーイ ン

　　 グを 3 次 元 の コ ン ピ ュ
ータ ・グ ラ フ ィ ッ ク ス に よ っ て 視

　　覚的 に表現 した DVD 作 品 を展 覧会 場 中央 の ドーム 型 天井

　 　 に 投 影す る。

　  Dreaming 　Journy　of 　TogenコTopia

　　山 口 が 中国の 山水画に ヒ ン トを得て ドロ
ー

イ ン グ した 作品

　　「夢遊桃源 図
一

電脳 影絵 彫刻 」 を コ ン ピュ
ータで 3 次 元処

　　理 した 映像彫刻作品 として 天井 に投射す る。

　
．
  Teatrine　of 　the 　Universe

　　「宇宙の テ ア ト リ
ー

ヌ 」 と 題 し た ドロ
ー

イ ン グ 20 点を ス

　　 ラ イ ド化，展覧会場 の 3 壁面の 大型ス ク リ
ーン に 拡大投

　 　 射す る，，

5．情報 文化 とい ての メ デ ィ アアート

　 1997 年，わ が 国唯
一

の 写真
・
映像 の 総 合 美術 館 東 京都 写

真美術館が 開設さ れ た。こ の 美術館は 過去 か ら現 在 に 至 る 写真 ・

映像文化 を未来に 継承する ミ ッ シ ョ ン を持つ 。 同時 に次世 代 の

文化の 担い 手で あ る子 ど もや 若者た ち に 向けて の 文化 発信 を行

う。私 は後藤和 彦 常磐 大学 教授 と共 に併 設 の 「映像工 夫館 」を

企画 ・監 修 したが，こ の 時期 あ た りか ら情報 文化 と して の 映像

あ るい は メ デ ィ ア ア
ートへ の 若い 世 代 の 積極 的 な参加 が始 ま っ

た よ っ に 思 っ 。

　片方善治氏 に よれ ば，情報文化の 定義．は 「真 ・善 ・美 ・理 を

作り出す理念系に 基づ き，人間の 営み を充実
・
発展 させ る よ う

に施 設系 を構築 して，そ の 文明 を開花 し，学問 ・芸 術 ・道徳な

どの 人間系に お け る精神文化 を進化させ る こ と，また こ れ らの

過程で 作 りだ され た もの
・
こ と」で ある、t

　片 方 氏 は 情報 文化 の 構 造 を 「理 念系 」「施 設系」 「人 問系 」 の

3 軸 に よ る情 報文 化空 聞モ デ ル と して 説 明 して い る が 私 の 専

門領 域 で ある メ デ ィ ア ア
ートの 構 造 もほ ぼ同様 とい える。電 子

的 テ クノ ロ ジ
ー

との 融合 に よ る ア
ー

ト創造 は 私 自身の 芸術の 「理

念系」で あ り，そ れ を 実 現す る た め の ツ ール，装 置，シ ス テ ム

とし て の 「施設系」の 重要性は い うまで もな い
。 作者 と鑑賞者

の 関係は ま さ し く 「人 間系］ と して 捕 ら える こ とが で きる で あ

情報文化 と して の メ デ ィ ア ァ
ー

トに つ い て 　 9

ろ う。メ デ ィ ア ア
ートの 展示 は，テ ク ノ ロ ジーに よ る展示 と と

もに ア
ー

テ ィス トに よ っ て イ ン タラ ク テ ィブ，つ ま り観 客が触 っ

た り動 か した り して ，その 原理 を 知 っ た り展示 の 内容 に つ い て

よ り深 い 認 識 に基 づ く装 置 を持 っ た作 品が導 入 されて きて い る。

　1980 年以 降 生 まれ て きた新 しい テ ク ノ ロ ジーの 作品 をみ る

と，一つ の 作 品 は一つ の メ デ ィ ア に よ っ て ま とめ られ る の で は

な く，複合 した メ デ ィ ァ によ る作 品が 増 えて きて い る。更 に い

える こ と は，メ デ ィ ア の 技術的 目新 しさや技術の 展 示 だけ に 走

る こ と に は 限界 が ある 。む し ろ，芸 術作 品 と して の 内容 や作 者

の イ マ ジ ネ
ー

シ ョ ン の 独自性が 問 わ れて い れ る の で あ る 。

　私は 新 しい テ ク ノ ロ ジー
に よ る 作品とい うの は 直接的に は 電

子 メ デ ィ ア を中 心 と し た 技術 の 影響下 に あ る作晶 で あ る と考え

る。また 私は作品とそ れ を鑑賞する 場 と して の 美術館 との 関係

に お い て も新 しい 問題がある と思 っ て い る。メ デ ィ ア ア
ートの

鑑 賞に は，新 しい メ デ ィ ア ・リ テ ラ シ
ーとい うもの が 必 要 とな っ

て くる．絵画の 見方や 見せ 方は時代 とと もに 変化 し て きた 。 た

とえば モ ネが 自分の 作 品で パ ノ ラ マ 的 な展示環境 を要求 した

の も，作 品 を見 る 側ニ …・
つ の リ テ ラ シ

ーを必要 と した か ら だ。

また ，ブ ラ ン ク
ーシ が 自分 の 作 品 を写 真 の 撮 影 した の も，作 品

につ い て の 新
．
しい メ デ ィ ア に よる リテ ラ シーを考 え て い た か ら

で あ る。キ
ー

ス ラ
ー

も，よ り積極的 に 観客 と作品 と の イ ン タラ

ク テ ィ ブ な リテ ラ シーを考 え て い た。

　 最 近 の 新 しい テ ク ノ ロ ジーに よる作 品 もまた，観客 へ の 展 示

方法 の 開発 と と もに，さま ざまな リテ ラ シ ーの 確 率が 求め られ

て い る。こ の よ うな メ デ ィ ア ・リテ ラ シーの 問題 な ど も，情 報

文化の こ れか らの 検討材料の
一

つ で は ない か と思 う。

　「実験工 房」以来，芸 術の 諸領域 を結ぶ イ ン タ
ー

メ デ ィ ァ と，

芸術 とテ ク ノ ロ ジ
ー

の 関係 性 を追 及 し て きた 私 は，21 世紀 の

情報 文化の 原 点は 人 間の イ マ ジ ネー
シ ョ ン に あ る と思 っ て い

る。20世 紀が 「筋 肉の 時代」で あ り「ラ イ トア ッ プ の 時代 」で あ っ

た と す る な ら，21 世 紀 は 「神経 の 時 代 」，「ラ イ トダ ウ ン 」 の

時代 で あ る 。 地 球環 境 の 未来 を創 る の は 環境 に 対 す る 人 間の 豊

か なイ マ ジ ネ
ー

シ ョ ン な の で あ る 。 ダーウ ィ ン の 最後の 研 究 は

「ミ ミ ズ の 研 究」 で あ っ た。太古 か ら 進化 しな い ミ ミズ に こ そ

生 物 の 真理 が あ る と考 えた の で あ る。

　 ラ イ トダウ ン の 時代 とは，蛍 や ミ ミ ズ が生 き生 き と生息 する

時代 で あ る こ と に 人 間 は気づ か ね ば な らない 。21世 紀 の 情 報

文化 は ，豊 か なイマ ジ ネーシ ョ ン に よ っ て 創 られ る の で あ る。
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